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　新春を迎え、謹んで新年のご挨拶を
申し上げます。日頃より小千谷商工会
議所の活動にご理解とご支援を賜り、

心より御礼申し上げます。
　振り返りますと、２０２５年は先の見通しがつきに
くい出来事が相次いだ一年でありました。海外では紛
争や政治的緊張が続き、原材料やエネルギー価格、円
相場が大きく変動し、地方の中小企業にも影響が及び
ました。国内では人口減少と人手不足がさらに深刻化
し、多くの企業で人材確保が喫緊の課題となっていま
す。一方で、ＡＩなどのデジタル技術の活用、脱炭素
の進展により、新たなビジネスの芽も生まれ始めてい
ます。社会全体が新たな方向へ踏み出す転換期である
ことを強く感じることのできる一年でありました。
　小千谷市におきましても、ＪＳファンダリの突然の
倒産をはじめ、鉄工業を中心とした製造業に大幅な売
り上げの低下など、地域経済は大きな揺らぎに直面し
ました。パワー半導体関連の需要減や素材価格の高騰
もあり、市内の企業を取り巻く環境は決して楽ではあ
りません。しかし、長年培われた技術力や職人文化な

　新年あけましておめでとうございま
す。小千谷商工会議所会員の皆様には、平素より本市
の産業振興と地域活性化にご尽力賜り、心より感謝申
し上げます。
　昨年を振り返りますと、７月、株式会社JSファンダ
リが経営破綻するという厳しい事態に直面しました。
商工会議所の皆様とともに「小千谷・長岡地域緊急雇
用対策本部」を設置し、ハローワークおぢやなどの関
係機関と協力しながら雇用の確保に全力を挙げてまい
りました。地域の力を結集し、暮らしと雇用を守る重
要性を改めて認識した一年でありました。
　一方で、開館１周年を迎えた「ひと・まち・文化共
創拠点　ホントカ。」には、想定の２倍を超える38万
人もの皆様からご来場いただくとともに、2025年グッ
ドデザイン賞・ベスト100にも選出されました。本来
の図書館としての機能だけではなく、サードプレイス
として世代や地域を越えて多くの方が集い、まちに新
たなにぎわいを生み出したことは、大きな喜びであり
ました。
　昨年６月には、当市のまちづくりプロジェクト「み

小千谷商工会議所
　会頭　髙　野　史　郎
新年のご挨拶

ど、小千谷が誇る強みはいまも確かな力を持ち続けて
います。こうした地域資源をいかに次世代につなぎ、
新たな価値として高めていくことが、これからのまち
づくりにおいて重要であると感じています。
　当商工会議所では、こうした厳しい環境を乗り越え
るため、経営力向上に向けた伴走型支援を引き続き強
化し、事業計画の見直しや資金繰り、販路開拓など、
企業の皆様に寄り添った支援を進めてまいりました。
さらに、専門家派遣や補助金の活用促進を通じて、企
業の皆様が一歩先を見据えた取り組みを実現できるよ
う支援の幅を広げてまいります。また錦鯉や歴史文化
といった地域資源の魅力を発信する観光振興に力を注
ぎ、交流人口の拡大と地域経済の活性化を図ってまい
ります。あわせて、将来の地域を担う若者や女性の人
材育成にも力を入れ、実践的な研修や学びの場の提供
を通じて、挑戦を後押しする環境づくりに努めてまい
ります。これらの取り組みを通じ、地域企業とともに
持続可能な地域経済の実現を目指してまいります。
　２０２６年も、地域経済の課題解決に向けた取り組
みを一層推進するとともに、商工会議所自身の組織力
を高めるべく、職員の教育訓練を重ね、より質の高い
支援を提供できる体制づくりに努めてまいります。
　本年が皆様にとりまして、希望に満ちた一年となり
ますよう祈念し、新年の挨拶とさせていただきます。

小千谷市長
　宮　崎　悦　男
新春のご挨拶

公募により決定したSDGs
未来都市のロゴマーク

んなの一歩で、未来づくり大作戦」によって生み出す
好循環サイクルの取り組みが、持続可能なまちづくり
に寄与すると認められ、「SDGs未来都市」に選定さ
れました。また、10月には、市内175か所に乗降場所
を設置したAIオンデマンド交通「イコテ」の運行が
始まり、公共交通の利便性向上を図るなど、新たな挑
戦を始めることができた年でした。
　本年は、未来へ向けた挑戦がさらに動き出す年とな
ります。４月には、県内初の学びの多様化学校「小千
谷中学校上ノ山分校」が開校します。子どもたち一人
ひとりの個性を尊重した学びの選択肢が新たに加わり
ます。さらに、６月には、東小千谷地区にある防災公
園内に、防災拠点となる「スポーツコミュニティプレ
イス　ソコラテ」がオープンします。
　また、経済の好循環のしくみを作るため、物価高騰
や人材不足、DX推進に対する施策を打ち出してまい
ります。柏崎刈羽原子力発電所に関するUPZ自治体
として、安全対策や電源三法の不均衡是正など国や県
に強く働きかけてまいります。
　引き続き、本年も、誰もが安心
して暮らせるまちづくりに全力で
挑戦してまいりますので、皆様か
ら変わらぬご支援とご協力を賜り
ますようお願い申し上げ、新年の
挨拶といたします。
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　明けましておめでとうございます。
　2026年の新春を迎え、謹んでお慶び申し上げます。
　さて、昨年の世界情勢は、ロシアによるウクライナ侵攻
の長期化や中東情勢の緊迫化といった地政学リスクに加
え、関税・輸出管理・産業補助・投資審査などが複合的
に作用し、通商環境の再編が進行するなど、不確実性が
一段と高まった一年でありました。
　国内に目を向けますと、日本経済は賃金と物価の好循
環に向けた兆しが明確になりつつありますが、依然として
物価上昇に賃金が追いつかず、実質賃金の着実な回復が
最大の課題です。長年にわたり染みついたデフレマインド
を払拭し、成長の果実を賃金や投資へ確実に循環させる
ことこそ、日本経済の「再出発」に向けた最大の鍵であり
ます。
　こうした中、国政においては、憲政史上初の女性総理
として高市総理が誕生し、就任直後からトランプ米大統
領をはじめ各国首脳との会談を精力的に行い、首脳間の
信頼醸成に努めてこられました。また、高市総理が議長
を務める「日本成長戦略会議」におきましても、ＡＩ・半
導体、造船、量子など17の戦略分野への投資に加え、人
的資本の強化、労働市場改革、スタートアップ支援、賃上
げ環境整備など、将来の成長力を高める政策課題が明確
に示されました。国の成長戦略と歩調を合わせつつ、民
間の現場から具体的な提言と実行を積み重ねていくこと
が、私どもの責務であります。
　わが国の経済は、成長型経済への移行に向けた正念
場を迎えています。しかし、企業数の99.7％、雇用の約７
割（３大都市圏を除くと約９割）を占める中小企業は、円
安・原油高に伴う原材料・エネルギー価格などの高騰、人
手不足や労務費の増加、さらには消費低迷など多くの課
題に直面しています。
　成長型経済への転換を確固たるものとするためには、
個々の企業が自己変革を果たし、変化する外部環境に適

日本商工会議所
　会頭　小　林　　　健

― 変革と価値共創による
　　　  日本経済の再出発 ―

年頭所感

応していくなど、絶えず「変革」に挑み続ける姿勢が重要
です。同時に、不確実性の時代においては、多様な主体
が互いの強みを持ち寄り、新たな価値を共に創り、共に分
かち合う「価値共創」の発想こそが、これからの日本経済
を支える基盤になると確信しています。
　こうした考えから、私は今期のスローガンとして「変革
と価値共創による日本経済の再出発」を掲げました。こ
のスローガンの下、以下の３点を重点課題として当所の運
営に取り組んでまいります。
　１点目は「成長型経済の実現に向けた環境整備」で
す。成長型経済を実現するには、コストプッシュ型インフ
レから、需要拡大によるデマンドプル型インフレへと転換
し、賃金と投資の好循環を持続させる必要があります。そ
のためにも、適切な価格転嫁と取引適正化の推進は、賃
上げ原資を確保する観点から官民を挙げて一層強化すべ
き課題です。加えて、経済安全保障とエネルギー安全保
障の両立、過度な円安の是正に向けた金融政策、人手不
足への対応、持続可能な全世代型社会保障制度の構築
につきましても、引き続き要望してまいります。
　２点目は「変革と価値共創による中小企業・小規模事
業者の『稼ぐ力』の強化」です。成長型経済の実現には、
中小企業・小規模事業者の付加価値と生産性の向上が
不可欠であり、新分野進出、ＤＸ・ＧＸの推進、知的財産
の創造・保護・活用、海外展開、スタートアップとの連携
などへの挑戦が求められます。また、事業承継を契機とし
て、より強く魅力ある企業へと生まれ変わることが重要です｡
　３点目は「地域の稼ぐ力の向上による地域経済循環の
推進」です。持続可能な観光地域づくり、地域に新たな
投資を呼び込むためのインフラ整備や税財政支援、地域
の産業を担う人材の確保・育成支援が求められます。い
ずれも商工会議所の主要な活動テーマであり、当所はも
とより、各地商工会議所が中核となって取り組まれること
を心より期待いたします。
　私は「原点は対話である」という信念の下、会頭就任以
来、全国各地を訪問し、地域や事業者の生の声を伺い、
各地域が抱える課題の把握に努めてまいりました。今後
は「現場主義・双方向主義」をさらに発展させ、現場の声
に真摯に向き合いながら、中小企業と地域の活性化、日
本経済のさらなる成長に向けて、皆さまと共に全力を尽く
してまいります。皆さまの多大なるご支援、ご協力をお願
い申し上げ、年頭のご挨拶とさせていただきます。

会　頭
髙野　史郎
副会頭
高野　邦子
山﨑　　亨
伴　　雅史
専務理事
渡邊　芳久
顧　問
本田　正憲
小宮山佳秀
宮崎　悦男
大矢　弘光

長谷川有理
参　与
丸山　春治
酒巻　和男
宮川　久夫
木村　　学
千葉　　智
仲　巳津夫
住安　康一
平澤　英樹
監　事
大渕　　賢
西巻　一男

上村　行雄
常議員
阿部　佐織
遠藤　壮太
大宮　武一
久保田邦彦
近藤　栄一
酒巻　弘和
鈴木　久夫
関　　和正
瀬沼　輝明
髙野千佳子
塚田　俊信

中町　　剛
南雲　信幸
野澤　　孝
丸山　智義
宮　　　寿
村田　　修
山口　　寛
山﨑　直樹
山﨑亮太郎
議　員
安達　直人
安達　文隆
阿部　　勇

新谷梨恵子
内山　淳一
大川　孝幸
大竹　輝夫
大渕　耕市
荻野　洋明
風間　尚樹
木村　光治
久保田智恵
小山　和弘
佐藤　順子
佐藤　　亨
佐藤　竜一

澤田　芳夫
清水　隆良
関根健一郎
高橋　重尚
竹内　義朗
田中　　薫
中町　英明
南雲栄三郎
長谷川　健
長谷川拓史
平澤　勝佳
廣井　　充
堀澤　政浩

松井　　均
松田　隆博
間野　　太
丸山一至朗
山岸　豊司
山口　貴史
山田奈緒子
山之内孝男
米岡　良太
和田　智美
渡辺　浩行

本年もよろしくお願い申し上げます
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代表取締役社長／CEO

福 永 暢 彦

高

　野

　邦

　子

高

　野

　浩

　和

ものづくりの基盤を支える
伝統と最新技術の高品質鋳物メーカー

自動車・トラック・建機・農機・油圧
内燃機・工作機械・産業機械・etc

ISO 9001：2015 審査登録

〒947-0101 小千谷市片貝町10367-10

代表取締役 遠  藤  隆  幸

  ☎  （0258）84-2322（代）
FAX（0258）84-3805
https://k-hp.katakai-mfg.co.jp

片貝製作所株式
会社

小千谷市若葉3丁目31番地
TEL 0258-81-1211  FAX 0258-83-3737

代表取締役 田口  昭一

秀和建設株式会社
人とつくる、未来を創る。

SHUWA CORPORATION

代表取締役社長

本　社　新潟県小千谷市三仏生2533番地　〒947-0051
　　　　TEL（0258）82-0535　FAX（0258）82-5212

伴　雅史

丸 山 建 設 株 式 会 社

川口建設業協会　事務局長

「(私たち)は持続可能な開発目的(SDGs)を支援しています。」

取締役社長

2026
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令和６年度新潟県エコ事業所表彰制度受賞

一級建築士事務所
代表取締役  社長

一級建築士
〒947-0042
新潟県小千谷市平沢2丁目23番19号
Tel:0258(82)1134 Fax:0258(83)5196
URL http://www.go-ken.net/
E-mail：go-ken01@abeam.ocn.ne.jpモデルハウス  ZEH認定住宅  公開中

郷　拓 郎

特注家具　店舗什器　木製建具　木製小物

〒947-0042  新潟県小千谷市平沢２丁目25-1
　　　　　　T E L（ 0 2 5 8 ）8 2 - 3 1 2 4
　　　　　　F A X（ 0 2 5 8 ）8 3 - 2 7 5 7
　　　　　　携  帯  0 9 0 - 1 1 1 7 - 9 2 8 3
　　　　　　E-mail  naodiy@hyper.ocn.ne.jp

中村木工所（アトリエnao）
中村直之

代表取締役社長

株式会社 魚沼電子
〒947-0054 新潟県小千谷市若葉3丁目1番
TEL（0258)82-1691㈹　FAX（0258)83-3977
Mobile 090-8593-6245
E-mail yosuke.miyagawa@uonuma-d.co.jp

宮  川  洋  祐

E-mail mail@yoshizawa.tech

株式会社

代表取締役社長

〒947-0053
新潟県小千谷市千谷川３丁目９番１２号
Tel：0258-82-5330　Fax：0258-82-5362
junichi-uchiyama@yoshimuragumi.jp
www.yoshimuragumi.jp

吉 村 組

内 山 淳 一

丸  山  春  治
〒947-0028  新潟県小千谷市城内4-6-14

ＴＥＬ ０２５８－８３－３６６０
ＦＡＸ ０２５８－８３－２７３６
携　帯 ０９０－２５２３－３３８６
e-mail：fujidenn@seagreen.ocn.ne.jp

電気設備・通信設備・計装設備・消防設備工事

株式会社  藤沢電機
代表取締役社長

Hirotada Fujisawa

藤 澤 博 忠

総合設備工事業（設計・施工・保守）

株式会社

代表取締役
社　　　長

〒947‒0101　新潟県小千谷市片貝町5048番地1
tel.（0258 ）84－3599  fax.（0258 ）84－3799
携帯 0 9 0－2 2 1 7－9 4 7 7
e-mail   kanri̶s@shinsetsubi.co.jp
URL      http://www.shinsetsubi.co.jp

一級管工事施工管理技士・二級土木施工管理技士・消防設備士(甲１・２類)

しん設備
黒﨑慎一郎

https://www.sofu.co.jp/

本　社

新　潟
事務所

北 原 良 教

〒951-8061 新潟県新潟市中央区西堀通3-258-41
西堀フロント２階　  ＴEL 025-201-8823

Hayashi　　　　　　　　Yoshihiro

イタリア料理
ゴッチャドーロ 代表取締役

営業品目 浅 井 戸　深 井 戸　堀削工事　配管工事
電気工事　井戸洗浄　ポンプ取付工事一式

（一級さく井技能士）

〒947-0051 小千谷市大字三仏生4105番地1
TEL 0258-83-3261  FAX 0258-83-5522
携帯 090-4543-4359  E-mail：4200@msb.biglobe.ne.jp

各種ご宴会賜わります

有限会社  阿部ボーリング

オーナーシェフ  丸山勝利

ご予約 82-5800

井 開 正 人

2026
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二  級  技  能  士
二級施行管理技士

自宅電話

株
式
会
社

代
表
取
締
役

久
保
田 

邦
彦

通
販/

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

名
刺/

デ
ザ
イ
ン/

印
刷

中
越
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ

全 酒 類 卸・小 売
株式会社

代表取締役

本　社
事業本部

〒947-0021  新潟県小千谷市本町2-6-5

自社HP

〒947-0052  小千谷市大字千谷字原付甲422-2
　　　　　  TEL (0258)83-3155㈹
　　　　　  FAX (0258)82-4619

関　　　　 暁
住 吉 屋

新潟県知事許可(般-20)第41271号

〒940-0087  新潟県長岡市千手三丁目９-２３
Tel. 0570-020295（ナビダイヤル）0258-36-4360（支店直通） Fax.0258-37-0557
URL. http://www.jfc.go.jp/（各種制度のご案内、各種証明書等発行受付）

長岡支店　国民生活事業

支店長兼事業統轄

株式会社日本政策金融公庫

安　部　健　司

代表取締役 渡 邊 　登
本社・工場
〒947-0035

石の専門店

新潟県小千谷市大字桜町3291番地4
ＴＥＬ 0 2 5 8 － 8 2 － 2 9 4 4
ＦＡＸ 0 2 5 8 － 8 2 － 0 0 4 6

本社

工場

〒947-0101 新潟県小千谷市片貝町6390
TEL.0258(84)2237  FAX.0258(84)2173
〒947-0043 新潟県小千谷市山谷304-2
TEL.0258(81)1398  FAX.0258(81)1314
携帯 090(8683)6354  Mail.daisuke.fujikurieito@gmail.com

代表取締役
FUJITSUKA　　  DAISUKE
藤 塚　大 輔

2026
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全 酒 類 卸・小 売
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自社HP

〒947-0052  小千谷市大字千谷字原付甲422-2
　　　　　  TEL (0258)83-3155㈹
　　　　　  FAX (0258)82-4619

関　　　　 暁
住 吉 屋

新潟県知事許可(般-20)第41271号

〒940-0087  新潟県長岡市千手三丁目９-２３
Tel. 0570-020295（ナビダイヤル）0258-36-4360（支店直通） Fax.0258-37-0557
URL. http://www.jfc.go.jp/（各種制度のご案内、各種証明書等発行受付）

長岡支店　国民生活事業

支店長兼事業統轄

株式会社日本政策金融公庫

安　部　健　司

代表取締役 渡 邊 　登
本社・工場
〒947-0035

石の専門店

新潟県小千谷市大字桜町3291番地4
ＴＥＬ 0 2 5 8 － 8 2 － 2 9 4 4
ＦＡＸ 0 2 5 8 － 8 2 － 0 0 4 6

本社

工場

〒947-0101 新潟県小千谷市片貝町6390
TEL.0258(84)2237  FAX.0258(84)2173
〒947-0043 新潟県小千谷市山谷304-2
TEL.0258(81)1398  FAX.0258(81)1314
携帯 090(8683)6354  Mail.daisuke.fujikurieito@gmail.com

代表取締役
FUJITSUKA　　  DAISUKE
藤 塚　大 輔

2026

海發  　陽
かい 　はつ    　　　　  よう

代表取締役
社　長

〒947-0043  新潟県小千谷市大字山谷字新保4-13
　　　　　　 TEL：0258-82-6152　FAX：0258-82-1718
　　　　　　 E-mail：tech@triton.ocn.ne.jp

テック海発株式会社

杵渕　基成
和田　慶太
安達　崚真
佐藤　瑞穂
田中　勇斗
星野　裕司

代表取締役

レディースファッション＆メンズファッション
大型コインランドリー

〒947-0005  新潟県小千谷市旭町15-42
TEL（0258）82－2330  FAX（0258）82－2331
E-mail belle-robe@olive.plala.or.jp
携　帯 090－7219－4235

株式会社
久 保 田  大 介

株式会社

代表取締役

〒947-0052
新潟県小千谷市大字千谷字新保甲３07-1
　　　　　　　　  TEL 0258-82-7535
　　　　　　　　  FAX 0258-82-0378

関 鉄 工 所
関 　 和 正

郵便番号：９４７-０００４
住　　所：小千谷市東栄１丁目４-１
Ｔ Ｅ Ｌ：０２５８-８３-４００４
Ｆ Ａ Ｘ：０２５８-８３-４０８０

有限会社

小千谷トラベル

代  表

FREE STYLE
栁屋商会

Nobutaka Yanagita

〒947-0003 新潟県小千谷市薭生丙680-1
TEL 0258-89-8065  FAX 0258-89-8075
携 帯 080-7852-9386
E-mail freestyleyanagiya@gmail.com

柳 田 将 孝

「
Ｕ
Ｎ
Ｉ
Ｔ
Ｅ 

Ｆ
Ｏ
Ｒ 

Ｇ
Ｏ
Ｏ
Ｄ
」

スローガン
「パラダイムシフト」

山

　﨑

　亮
太
郎

黒

　﨑

　慎
一
郎

小

　島

　勇

　人

小

　片

　龍

　夫

会

員

一

同

平 澤 和 孝
佐 藤 　 亨
久保田　陽　一
宮 川 洋 祐
西 方 正 英
相 﨑 秀 人

西 山 　 聡
山 本 千 絵
小 川 　 司
田 中 勝 徳
竹 内 和 孝
渡 辺 幸 子
金 箱 　 洋
高 橋 千 佳 子

会 長

専 任 幹 事

事 務 長

監 査

キャリア委員

女 性 委 員

幹 事

幹 事

副 会 長

副専任幹事

副 事 務 長

キャリア委員長

後継者倫理塾委員

幹 事

幹 事

県研修委員長

髙 橋 重 尚
瀬 沼 智 恵
関 　 龍 馬
丸 山 春 治
海 發 　 陽
千 葉 　 智
小 野 寺 克 樹
久 保 田 邦 彦
会 員 一 同

本　社 新潟県小千谷市東栄2丁目5－17
T E L ( 0 2 5 8 ) 8 2 － 3 0 0 9
F A X( 0 2 5 8 ) 8 2 － 3 0 0 7

T E L ( 0 4 8 ) 4 6 5 － 4 1 8 4

東京営業所 埼玉県朝霞市溝沼 7 9 6 － 1
メゾンパレス１０３号

笹岡畳工業所 有限
会社

一 級 畳 技 能 士

代表取締役

M i y a 　 　    H i s a s h i

SENZANKAKU  MIYA

〒947-0024
新 潟 県 小 千 谷 市 船 岡２-２-２
ホームページ www.kappo-miya.net
メールアドレス kappou-miya@kss.biglobe.ne.jp
TEL.0258(82)4581  FAX.0258(82)5501

割烹旅館

宮　　 寿

2026



8 おぢや会議所だより

・国産新車オールメーカー販売
・中古車販売（輸入車含）
・車検・一般整備
・自動車保険  ・鈑金

川

　端

　和

　憲

小千谷市水道公認工事店
小千谷市排水設備等指定工事店

佐 々 木 一 昭
〒947-0031
小千谷市土川1丁目13-26
F A X  ８ ２ - ７ ９ ７ ５

佐 々 木 設 備

☎ 82-7975㈹
（0258）

代表取締役

連絡先 / ミドリ薬品株式会社
〒940-2104 新潟県長岡市大島新町5-1-3
TEL 0258-28-1022・FAX 0258-28-1077

野  村  輝  雄

〒947-0004　新潟県小千谷市東栄1-8-39
TEL 0258-83-2025　FAX 0258-83-2269
URL：http://www.niigata-meijo.com/
E-mail：y.sadao@sake-no-choja.com

代表取締役社長 吉　澤　貞　雄

新潟銘醸株式会社

E-mail  hirokan@gray-plala.or.jp

〒947-8585
新潟県小千谷市上ノ山4丁目8番16号
TEL：0258-83-3210
URL：https://www.abeko.co.jp/

〒947-0017  小千谷市東吉谷字大柳甲8-1
電 話 0258-82-8817（店舗）
営業時間 11：00～21：00（平日15時～17時はらーめん
クローズ。米菓販売は終日10時～営業しております）

代表取締役　社長

謹 賀 新 年

高 橋　 重 尚
代表取締役

・ 建築設備士
・ 1級電気工事施工管理技士
・ 第一種電気工事士
・ 2級建設業経理士

〒947-0031　新潟県小千谷市土川1丁目19番32号
TEL.(0258)82-2822  FAX.(0258)82-2881

URL  https://www.takaden.biz/（コーポレイトサイト）
　　  https://niigata-cubicle.com/（事業所向け特設サイト）

・ 1級管工事施工管理技士
・ 消防設備士(甲種4類•乙種6類）
・ 照明士

小千谷店

阿 部　幸 明

2026



取締役会長

代表取締役社長

取 締 役

取 締 役

大 川 　 明
平 澤 正 次
田 中 紳 司
瀧澤登志雄

久保田和雄
谷 口 豊 子

加 盟 店 一 同

監 査 役

監 査 役

9589No.2026.1

・国産新車オールメーカー販売
・中古車販売（輸入車含）
・車検・一般整備
・自動車保険  ・鈑金

川

　端

　和

　憲

小千谷市水道公認工事店
小千谷市排水設備等指定工事店

佐 々 木 一 昭
〒947-0031
小千谷市土川1丁目13-26
F A X  ８ ２ - ７ ９ ７ ５

佐 々 木 設 備

☎ 82-7975㈹
（0258）

代表取締役

連絡先 / ミドリ薬品株式会社
〒940-2104 新潟県長岡市大島新町5-1-3
TEL 0258-28-1022・FAX 0258-28-1077

野  村  輝  雄

〒947-0004　新潟県小千谷市東栄1-8-39
TEL 0258-83-2025　FAX 0258-83-2269
URL：http://www.niigata-meijo.com/
E-mail：y.sadao@sake-no-choja.com

代表取締役社長 吉　澤　貞　雄

新潟銘醸株式会社

E-mail  hirokan@gray-plala.or.jp

〒947-8585
新潟県小千谷市上ノ山4丁目8番16号
TEL：0258-83-3210
URL：https://www.abeko.co.jp/

〒947-0017  小千谷市東吉谷字大柳甲8-1
電 話 0258-82-8817（店舗）
営業時間 11：00～21：00（平日15時～17時はらーめん
クローズ。米菓販売は終日10時～営業しております）

代表取締役　社長

謹 賀 新 年

高 橋　 重 尚
代表取締役

・ 建築設備士
・ 1級電気工事施工管理技士
・ 第一種電気工事士
・ 2級建設業経理士

〒947-0031　新潟県小千谷市土川1丁目19番32号
TEL.(0258)82-2822  FAX.(0258)82-2881

URL  https://www.takaden.biz/（コーポレイトサイト）
　　  https://niigata-cubicle.com/（事業所向け特設サイト）

・ 1級管工事施工管理技士
・ 消防設備士(甲種4類•乙種6類）
・ 照明士

小千谷店

阿 部　幸 明

2026

塚
田
俊
信

松
田
隆
博

大
平
良
輔

深
見
治
朗

小
千
谷・小
千
谷
中
央

東
小
千
谷・片
貝
支
店

渡　辺　太　一

2級ファイナンシャル・プランニング技能士
スカウト担当

2024

小千谷営業所／〒947-0021 新潟県小千谷市本町2丁目1番5号
　　　　　　　小千谷商工福祉会館3F

遠  藤  泰  裕
Yasuhiro Endo

産業機械部品加工

小千谷市鴻巣町1593番地1
☎0258-84-4408

㈱新潟セイキ

山

﨑

　
亨

小
田
島

　綾

　子

伴

　
雅

史

事
務
局
一
同

会

　長

副
会
長

副
会
長

小
千
谷
観
光
協
会

株式会社
と　 かい

常務取締役

携帯 080-3406-6871

本　　　社

十日町営業所

〒947-0026 新潟県小千谷市上ノ山3-3-46
TEL(0258)82-2611　FAX(0258)83-2210
E-mail：tokai.kyouei@gmail.com
〒948-0037 十日町市妻有町西2-2-3ロイヤルプラザ1B
TEL(025)752-7357　FAX(025)755-5588

渡海教栄社

金  子  千  佳  子

一
般
社
団
法
人

目﨑 将光

増  川  匡  子
和（やわらぎ）

〒947-8691 新潟県小千谷市本町2丁目1番5号
　　　　　　　　  小千谷商工会議所ビル1階
店舗携帯 080-8730-9919
mail yawaragi830@docomo.ne.jp

代表

厚生労働大臣認定
中国料理専門調理師
調理技能士

謹 

賀 

新 

年

小
千
谷
商
工
会
議
所

　職
員
一
同

あ
け
ま
し
て

　お
め
で
と
う

　
　ご
ざ
い
ま
す
。

中国私家菜むうちい
〒947�0021
新潟県小千谷市本町2�1�5 商工福祉会館1階
TEL：0258�89�8151
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好 転　　　不 変　　　悪 化《来期見通し》

令和7年10月～12月期令和7年10月～12月期

会 員 景 況 調 査 結 果会 員 景 況 調 査 結 果

売上高の動向（前年同期比）

経常利益の見通し（前年同期比） 資金繰り見通し（前年同期比）

　　今期の売上高の動向は、全業種を平均した前年
同期比で「増加」の企業割合は13.0%、「不変」は
35.1%、「減少」は51.9%となった。来期見通しは前
回調査に比べ好転を見込む企業が増えた。ほぼ全て
の業種で物価高の影響が問題となっている中、建設
業では依然として人手不足・技術者不足が最重要課
題となっている。
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◇調  査  対  象

◇調査対象期間

◇回  収  状  況

小千谷商工会議所の会員企業の中から、卸売業・小売業・製造業・建設業・サービス業を
対象に実施した。
令和７年10月～12月期の実績及び令和８年１月～３月期の見通しについて調査した。
（前回調査：令和７年７月～９月期）
119企業中、108企業より回答を得た。（回答率90.8％）

10 おぢや会議所だより
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好 転　　　不 変　　　悪 化《来期見通し》

業況の見通し（前年同期比） 従業員の変動（前年同期比）

業種別・今期の経営上の課題・問題点
業 種 業 種 概 況

卸 売 業

1位� （25.5％）
仕入単価の上昇

2位� （19.1％）
人件費の増加

3位� （17.0％）
需要の停滞

《コメント》◆県外・地元ともに飲食店関連の得意先からの受注が減少している。12月最繁忙期に向
けて不安が残る。（飲食料品卸）　◆コストダウンに努力する。（飲食料品卸）　◆公共事業が減少して
いる。（土石製品卸）　◆人手不足。技術者も不足している。（建築材料等卸）

小 売 業

1位� （27.8％）
仕入単価の上昇

2位� （14.8％）
消費者ニーズの変化への対応

2位� （14.8％）
販売単価の低下・上昇難

《コメント》 ◆秋口から売上が悪化している。（飲食料品）　◆顧客が高年齢化している。（食料品）　
◆昨年から変わらず物価高により嗜好品の需要が停滞している。（飲食料品）

製 造 業

1位� （25.4％）
原材料価格の上昇

2位� （18.6％）
需要の停滞

3位� （15.3％）
人件費の増加

《コメント》◆受注量が落ち込んでおり、しばらく回復の兆しが見えない。商談会等で新規取引先を
増やしている。（機械器具）　◆新規設備導入よりメンテナンス等でしのぐ顧客のケースが多い気がす
る。そのため休日作業が増え、経費はもちろん働き方の問題にも気を使わなければいけない。（機械器
具）　◆来年からの値上げのお願いをして回っている。承知してくれるが、注文が来るか不安。（パルプ・
紙・紙加工品）

建 設 業

1位� （29.7％）
従業員の確保難

2位� （15.3％）
熟練技術者の確保難

3位� （12.6％）
人件費の増加

《コメント》◆建築基準法の大改正に伴う事務手続き等のコスト増。(建築工事)　◆人手不足に工事量
減少が重なり収益悪化。今後は協力業者の労務費上昇も見込まれ収益確保が困難な状況が続く。（設備
工事）　◆働き方改革により稼働時間の制限がある中、人材確保のため賃上げを実施したりと費用負担
増。（塗装工事）

サービス業

1位� （21.1％）
人件費以外の経費の増加

2位� （18.3％）
材料等仕入単価の上昇

3位� （16.9％）
人件費の増加

《コメント》◆人手不足が課題。（道路旅客運送）　◆人件費、エネルギー、材料の価格高騰の負担が大きい。
（洗濯・理容）　◆大手飲食チェーン店の進出が決まっており、既存の飲食店への影響が心配。（飲食店）
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「『内輪受けマインド』に宿る危うさ」

地域経済アナリスト／コンサルタント 渡辺　和博
　この１カ月に金沢と広島を２度ずつ訪れる機会があり
ました。ともに現在、全国的に見ても有数の活気ある地
方都市の代表例といえそうです。北陸地方の中核都市で
ある金沢は、北陸新幹線の金沢開業から10年たち、その
後も駅に大規模な商業施設が次々とオープンしていま
す。インバウンドや首都圏からの若い女性客の来訪で大
変なにぎわいを見せています。週末だけでなく平日でも
駅の商業施設には観光客があふれていました。施設内の
人気飲食店には長い行列ができるほどでした。
　一方、中国地方の中核都市である広島も、ＪＲの駅ビ
ルの２階に、市内を走る路面電車が直接乗り入れるよう
に改修されたことで、地域住民だけでなく多くのインバ
ウンドを含む観光客にとっても利便性が大きく向上して
います。
　金沢も広島も、駅周辺や中心市街地の都市開発・整備
はまだ続いています。新たな商業施設やオフィスビル、
高層住宅が生まれ、この先しばらくにぎわいをもたらし
そうです。
　にぎわいを見せる二つの都市ですが、「よそ者目線」
でまちが提供している価値を見直してみると違いが見え
てきます。金沢は、特に駅と周辺施設については、顧客
ターゲットは明確に三つ設定されていることがはっきり
分かります。まず、先に挙げたインバウンドと首都圏か
らの若い女性客。それと地域住民（主に周辺エリアから
電車通勤をする働く男女）です。前二者は日本と金沢周
辺エリアの食と伝統文化を求めていますから、それに関

連するモノと情報を提供する手段や店舗、コインロッカー
などの設備が充実しています。全体に高級感があり、若
い女性が好むようなおしゃれでかわいいデザインの重要
性を事業者も施設運営側も共通認識として持っているよ
うでした。逆にどこを取っても、いわゆるオジサン好み
の"ダサい"デザインのモノやサービスは見当たりません。
案内板や案内所など情報提供もよく考えられていますし、
女性客が重い荷物を持ち運ばないで済むよう預かりサー
ビスも充実しています。顧客の属性とニーズを把握して
手を打っており、そうしたものが全体としてまちのブラ
ンドづくりに貢献しています。
　一方、広島は地域住民の人口や抱える商圏の広さもあ
るのでしょうが、さまざまなモノやサービスが主に地元
向けにデザインされていると感じました。商品名や情報
提供も方言を多用するなど、外から来る人の志向や利便
性を優先するより、いわば"内輪受け"のテイストを強
く感じるものが多いように思います。地元の「知ってる
人」優先が前提です。中心市街地に建設された新しい
サッカー場の「エディオンピースウイング広島」を訪ね
たのですが、試合のない日に特段客を集めたり楽しませ
たりすることはあまり考えられていないようでした。受
け皿となるサービスも少なく、観光客目線での道案内や
情報提供も乏しいと感じました。せっかくつくった施設
の日常的価値の可能性を狭めているのが残念でした。地
元優先の価値観は地域の結束を強める一方、顧客層や市
場を広げる邪魔をする面もありそうです。

青 年 部

　12月５日(金)、小千谷商工会議所青年部（高
橋重尚会長）が12月通常総会を開催し、次年度
会長の選任について審議を行いました。
　次年度会長には、現副会長の新谷梨恵子氏

（㈱農プロデュースリッツ）の就任が満場一致
で可決承認されました。新谷次年度会長からは

「会員の皆さんとともに楽しく活動し、『青年部
に入って良かった』と思っていただけるよう頑
張りたい。」と挨拶がありました。任期は、令
和８年度の４月通常総会より１年間です。

次年度会長に新谷梨恵子氏を選任

　当所では、令和８年１月５日 ( 月 ) に、恒例の
新春賀詞交歓会を小千谷市総合産業会館サンプラ
ザ大ホールにて開催しました。
　会員事業所・官公署・市議会・関係業界団体よ
り総勢約２００名の参加があり、全員で和やかに
新しい年の始まりを祝しました。

小千谷商工会議所 新春賀詞交歓会

　12月16日(火)、当所において常議員会を開催
し、(１)３件の新規会員加入(２)職員就業規則、
嘱託職員就業規則、無期転換職員就業規則の改正
(３)｢育児・介護休業に関する規則」の規定への
変更についてそれぞれ審議を行い、いずれも原案
どおり可決承認されました。
　続いて報告事項として、(１)２号議員の選任報
告(２)市との経済懇談会の結果(３)おぢやうまい
もの市の結果報告(４)おぢやつつみＷＩＴＨ Ｗ
ＩＳＨ.の反応結果、(５)新春賀詞交歓会につい
て事務局よりそれぞれ説明を行いました。

12月常議員会12月常議員会をを開催開催

12 おぢや会議所だより



12月末会員数　921

会 員 情 報会 員 情 報会 員 情 報
※下記予定は変更となる
　場合がございます｡会議・行事の予定

５日（月） 新春賀詞交歓会

６日（火） 正副会頭会議

14日（水） ～15日　日商委員会

14日（水） 青年部講演会

16日（金） 事業承継個別相談会

19日（月） 青年部役員会

20日（火） 女性会役員会・新年講話会

20日（火） うまし逸品個別商談会中越エリア版

28日（水） ～29日　FOOD STYLE JAPAN関西

２日（月） 青年部新年例会

３日（火） 正副会頭会議

４日（水） 事業承継個別相談会

16日（月） 青年部役員会

18日（水） ～１９日　日商委員会

26日（木） 県連運営委員会

１
月

２
月

■事業所名変更
　室田　昌紀　➡　ローカルリンクＤＸ

2025年12月期

全国商工会議所早期景気観測
全産業合計の業況DIは、▲18.0（前月比＋0.1ポイント）。
　建設業では、公共工事や設備投資が堅調で改善した。卸
売業では、生鮮品の価格高騰に落ち着きがみられたことな
どから食料品関係を中心に改善した。小売業では、価格転
嫁が進展し、改善した。一方、サービス業では、一部地域
の旅館や観光施設で団体客数が減少しており、悪化した。
また、製造業では、原材料価格の上昇が続く飲食料品関係
で採算が悪化したほか、住宅関連工事の減少を受けた木材
製品製造業で引き合いが減少し、悪化した。
　冬季賞与の支給効果もあって消費マインドは持ち直しつ
つあるが、コスト増による採算悪化や物価高に伴う節約志
向は継続しており、業況はほぼ横ばいとなった。

先行き見通しDIは、▲17.8（今月比＋0.2ポイント）
　高水準での賃上げが下支えとなる中、政府のガソリン・
軽油の値下げ、電気・ガス代支援をはじめとする物価高対

策への期待もあり、消費マインドは回復傾向が見込まれる。 
　一方、円安伸長等による仕入価格の上昇や最低賃金の引
き上げを含む労務費上昇など、コスト増加分の価格転嫁や
人手不足等、依然として経営課題は山積しており、先行き
は慎重な見方が続く結果となった。

北陸信越は改善
　小売業では、年末需要の恩恵を受けた食料品関係や、気
温低下で冬物衣料の需要が堅調な衣服関係の販売店などで、
売上・採算が改善した。卸売業では、小売業からの引き合
い増加を受け、飲食料品関係を中心に業況が改善した。飲
食店からは、周辺のスキー場のインバウンド需要は好調で
あるため、今後のスキーシーズンの本格化に伴い、来店客
数増加を期待している、という声が聞かれた。

※矢印は11月または前年同期の業況との比較。市内景況動向についてはP10～11の会員景況調査をご覧ください。（➡➡）は±５未満、（ ➡➡ ）は±５以上、（⬆⬇）は±1５以上

12月の全国全産業DIの推移 全 業 種 建　　設 製　　造 卸　　売 小　　売 サービス

全国
12月の業況（前年同月比） ▲18.0 ▲14.7 ▲21.6 ▲23.4 ▲24.0 ▲9.9

３カ月先見通し（１月～３月） ▲17.8 ▲11.7 ▲17.6 ▲23.8 ▲22.8 ▲15.6

北陸
信越

12月の業況（前年同月比） ▲21.5 ▲21.6 ▲31.9 0.0 ▲20.0 ▲20.4

３カ月先見通し（1月～３月） ▲27.6 ▲35.1 ▲34.0 ▲22.2 ▲26.7 ▲18.4

小千谷 ３カ月先見通し（１月～３月） ▲4.8 1.0 ▲14.0 ▲27.3 0.0 ▲8.3

➡➡ ➡➡ ➡➡

➡➡ ➡➡ ➡➡

➡➡ ➡➡➡➡

➡➡ ➡➡ ➡➡ ➡➡

➡➡

➡➡ ➡➡➡➡

➡➡ ➡➡

➡➡

➡ ➡

➡

⬇

➡➡ ➡➡

➡ ➡
➡ ➡

➡

⬆

　お知り合いやご近所で、まだ商工会議所に入会されていな
い事業者様、新規創業された事業者様がありましたら当所ま
でご連絡ください。職員が入会に関して説明をさせていただ
きます。
　代表者の変更や連絡先等の事業所情報に変更がございまし
たら、当所までご連絡くださいますようお願い申し上げます。

新入会員募集中!!

会報本誌に掲載
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※詳細はお問合せ先やホームページ等でご確認ください。掲載情報は令和７年12月下旬現在のものとなります。

発信者・件名 主な内容 お問合せ先

【総務省・経済産業省】
令和8年「経済センサ
スー活動調査」への
ご協力のお願い

令和8年に総務省・経済産業省が実施する「経済センサス‐活動調査」は、
全国すべての事業所・企業を対象とする統計調査です。事業所数や従業者
数、売上高などを把握し、地域経済や産業政策の基礎資料として活用され
ます。調査結果は中小企業施策や地域振興計画にも役立ち、事業者の皆様
にとって経営環境を理解する重要な指標となります。調査票は令和8年4
月頃に配布され、回答はオンラインまたは郵送で可能です。正確な統計の
ため、ご協力をお願いいたします。

【総務省・経済産業省】
令和８年経済センサス

活動調査広報依頼事務局
電話番号050-5799-9660

【厚生労働省】
令和8年4月から
社会保険制度が
改正されます

令和8年4月から社会保険制度が改正されます。新設される「子ども・子
育て支援金制度」により、保険料の一部が少子化対策に充てられます。ま
た、在職老齢年金制度の見直しで高齢者が働きながら年金を受給しやすく
なります。さらに、社会保険の適用範囲拡大に加え、扶養認定基準も変更
され、年収や勤務時間の要件が見直されます。事業者は就業規則や給与計
算の確認を早めに行い、従業員への周知を徹底することが求められます。

【厚生労働省】
厚生労働省HP

https://x.gd/eAisc

【中小企業庁】
「賃上げ・最低賃金
対応支援特設サイト」
開設について

今般、中小企業庁において、「賃上げ・最低賃金対応支援特設サイト」が
開設されました。本サイトでは、企業活動の収益改善やコストの見直しに
役立つ各種ツールや、補助金・助成金をはじめ国の支援策がまとめられて
おり、中小企業・小規模事業者が、自社に適した支援策を把握するのに活
用いただけます。

【中小企業庁】
賃上げ・最低賃金対応支援特
設サイト

https://x.gd/v6ox0

　小千谷商工会議所では、これまで会員の皆様のご負担が増えないよう、会員増強や経費削減などの工夫
を重ね、会費の維持に努めてまいりました。しかしながら、近年の物価高騰や人件費の上昇、会館施設の
老朽化などにより、運営環境は徐々に厳しさを増しております。
　こうした状況を受け、会費検討会を設置し、県内の同規模商工会議所の状況も参考に検討を進めた結果、
令和８年４月から現行会費に対し概ね２０％増の改定を予定しております。
　今後は、会員ニーズをより的確に把握するため、会員アンケートの実施やヒアリングを通じて、事業や
サービスの見直し・充実に取り組んでまいります。
　また、本年度は３年に一度の「会員登録基本情報調査」の実施年です。アンケート回答および調査票（回
答書類）は、今後の商工会議所活動に欠かせない大切な資料となりますので、お手元に届きました際には、
ぜひご回答のうえ、提出期限（令和８年１月20日）までにご返送くださいますようご協力をお願いいたします。

会費改定の事前周知と各種調査・アンケートへの
ご協力のお願い

14 おぢや会議所だより



025ｰ384ｰ0654

NICO総合相談窓口
まずは総合相談窓口まで
お気軽にお問い合わせください。

☎ 営業時間9：00～17：30
（土日祝・年末年始除く）

info@nico.or.jp https://www.nico.or.jp/

県内
中小企業・
起業家の
皆さまへ

���� を活用してみませんか

あらゆるシーンで

NICOをご活用
ください！助成金

活用

専門家相談
事業再生・経営改善

事業承継

海外展開

起業・創業

DX・デジタル化

新事業展開、
新商品・新技術開発

販路開拓

DXコンシェルジュによる相談対応やシステム導入への支援、
DX支援人材の育成などにより、県内企業のDX・デジタル化を
サポートします。

県内中小企業・起業家の皆さま
のニーズに応じた様々な助成
事業をご用意しています。

専門分野のアドバイザーや専門的な相談部署にて、各種相談
をお受けします。
・新潟県よろず支援拠点
・新潟県中小企業活性化協議会（再生支援・経営改善支援）
・新潟県事業承継・引継ぎ支援センター
・プロフェッショナル人材相談窓口

高付加価値化に向けた新規ビジネスモデルの創出を支援します。
技術開発、産学連携、共同研究をコーディネートします。
企業戦略から商品開発、プロモーションまで一貫して支援します。

起業に関する相談から事業計画
の作成、創業後まで、起業・創
業への挑戦を伴走支援します。

首都圏などの大消費地での新た
な取引・販路の開拓を支援しま
す。また、展示会出展や出展経
費助成で販路開拓をサポートし
ます。

海外市場開拓の第一歩から、
自立的な海外販路開拓まで、
多彩なメニューで海外展開を
後押しします。

助成金を活用したい

販路を開拓したい（国内）

専門家等に相談したい

海外展開したい

起業・創業したい

DX・デジタル化を推進したい

新事業を展開したい、新商品・新技術を開発したい

にいがた産業創造機構（NICO）は、「新潟県の産業をもっと元気に」を使命に、
チャレンジする県内企業を応援しています。
今年度も、きめ細やかな支援を実施してまいりますので、ぜひ、ご活用ください！
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会員事業所訪問
vol.51

昨年７月に当所に入会し、デジタル化支援など
を展開している「ローカルリンクDX」代表の室
田昌紀さんにお話を伺いました。

企業向けＤＸ支援､ＡＩ・デジタル活用支援企業向けＤＸ支援､ＡＩ・デジタル活用支援
ローカルリンクＤＸローカルリンクＤＸ

⃝住　所：小千谷市大字薭生甲1471-3
⃝ＴＥＬ：０８０－２１１７－１０３７
⃝ＵＲＬ：albniigata15@gmail.com

　令和５年４月に創業した「ローカルリンクＤＸ」は、企業のデジタル化やＡＩ活用を支援する事業所です。
　少子高齢化が進み、人手不足が深刻化するなか、デジタル技術を通じて地域企業の未来を支えたい。そんな
思いを胸に活動するのが代表の室田昌紀さん。今回は、室田さんの仕事にかける思いや小千谷での暮らしにつ
いてお話を伺いました。

　ローカルリンクＤＸでは、特定の製品を販売するのではなく、お客様の課題を丁寧に聞き取り、最も適した
ＩＴツールを選定・導入・運用まで支援しています。
　独自製品を持たないからこそ、どの企業にも中立的な立場で提案できます。課題を細分化し整理してから、
分かりやすく説明することを心がけています。

⚫具体的にどのような支援を行っているのですか？

　今後、日本全体で生産年齢人口が減少し、人手不足が確実に進む中で、業務効率化とデータに基づいた意思
決定が不可欠になると感じました。ＡＩの活用が進む一方で、その根幹となる“データ”を残せていない企業
が地方にはまだ多くあります。ＤＸとは単なるＩＴ導入ではなく、企業の体質を変えること。まずはデータ保
存の習慣から始めることが重要です。
　“現状維持”を選ぶことで、将来大きな負担を背負うのは今の子どもたち。少しでも未来の重荷を減らせるよう、
今から一歩ずつ進めていきたいと考えています。

⚫この仕事を始めたきっかけを教えてください。

▲代表の室田昌紀さん

　上越市出身で小千谷に来て１年経過していないのでわからない点も多くありますが、
山や川に囲まれた環境がとても気に入っています。自然が身近にあることで、仕事の合
間にも心が落ち着きます。
　休日は温泉やジム、ドライブを楽しみながらリフレッシュ。おじゃ～るキャンプ場は
お気に入りの場所です。
　食事では“とんかつのみやこや”さん、“角屋”さんなど、地元のお店もよく利用して
います。

⚫小千谷での暮らしやお気に入りの場所はありますか？

⚫地域の皆さまへメッセージをお願いします。
　デジタルやITに苦手意識を持たれる方も多いですが、実際に使ってみると“こんなに便利だったのか”と感
じていただけることがほとんどです。
　導入の不安にも丁寧に対応しますので、ぜひお気軽にご相談ください。小さな一歩から、一緒に始めていき
ましょう。

　どんなにデジタル化が進んでも、必ず“現場を確認する”ことを大切にしています。お客様の話をそのまま受
け取るのではなく、自分の目で実態を確かめる。非効率に見えても、実際には一番の近道です。
　現場を見て初めて課題の本質が分かり、正しい提案ができます。対面で話すことで信頼関係も深まり、表情
や雰囲気からも多くを感じ取ることができます。
　デジタルを扱う仕事だからこそ、“人と人とのつながり”を大切にしたいと思っています。

⚫日々の仕事で大切にしていることは？

16 おぢや会議所だより


